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北部健康福祉センター（仮称）整備事業について 

 

１ 背景及び経過 

本市では、各地域に健康福祉施設を設置し、それぞれの施設の特色を活かし

ながら、保健福祉の向上、健康の増進等を図っているが、更なる健康意識の高

まりや市北部（都賀・西方）地域における既存施設の狭あい化・老朽化を受け、

新たな健康福祉施設の整備が求められてきた。 

こうした状況を受け、市北部地域における健康と福祉の拠点施設を整備する

ため、平成 27 年度に施設整備の基本方針、導入機能、施設規模、建設場所及

び事業スケジュール等を整理した「栃木市北部健康福祉センター（仮称）基本

構想」を策定。平成 28 年度に基本設計が完了し、平成 29年度は実施設計を進

めてきた。 

 

２ 建築場所 

西方町本城地内（西方総合支所北側） 

 

３ 建物概要 

鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 地上２階 地下１階（別添図面のとおり） 

延床面積 2,760.58 ㎡（計画通知の審査の結果、修正される可能性がある） 

（その他 ： 駐輪場 24.20㎡、ボンベ庫 2.00㎡、油庫 4.00㎡） 

 

４ 工事費 

約２１億円（H30・31継続費） 

（財源内訳） 

地方債（旧合併特例債）、基金（地域福祉基金、大澤基金）及び一般財源 

 

５ 事業スケジュール 

２０１８年（平成３０年） ５月～７月 新築工事の入札・仮契約 

９月 新築工事契約の議決 

１０月 新築工事着工 

２０２０年        ３月 完成 

４月 開館準備（営業許可手続き等） 

５月 開館 

 

６ その他 

設置管理条例関係 ２０１９年（平成３１年）３月議会上程予定 

指定管理者関係  ２０１９年度（平成３１年度）募集予定 

平成 30 年 2 月 14 日 定例記者会見資料 

栃木市 保健福祉部 福祉総務課 

担当：神長課長補佐・田中主査 

電話：０２８２－２１－２２０１ 
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（参考）主な部屋の特徴等について 

 

階 部屋の名称 特 徴 等 

１
階 

事務室 
総合受付となる。 

また、施設全体の管理の場となる。 

集団検診室 

(講堂・大会議室) 

集団検診の場となる。 

また、講堂として、各種講演会や発表会等の場となる。 

さらに、パーテーションで部屋を区切り、会議室としても利

用可能。 

■講堂として使用する場合、120人（椅子のみの場合）程

度収容可能。 

収納式のステージ、スクリーン及び音響設備を設置予

定。 

補聴器利用者がマイクを通した音声を明瞭に聞くこと

ができるよう、磁気ループを設置予定 

■パーテーションで区切る場合、1部屋につき 36人（ロの

字型 3 人掛けの場合）～48 人（教室形式 3 人掛けの場

合）程度、収容可能 

小会議室 

各種会議や研修、ボランティアグループの活動の場となる。 

また、集団検診室と一体的に各種検診の場となる。 

■16人（2人掛けの場合）～24人（3人掛けの場合）程度、

収容可能 

歩行用プール 

（15m×8m） 

健康増進や介護予防などの場となる。 

■歩行用プールに温泉水を活用予定 

■トレーニングルームにトレーニング機器を設置予定 

■指導員を置き、利用者へのトレーニングメニューの提供

及び安全管理を行う予定 

トレーニング

ルーム 

浴室 

プール利用者の採暖、トレーニング後のシャワー、疲労回復

の場となる。 

■温泉水を活用予定 

■浴室のみの利用も可能 

２
階 

娯楽室 

主に高齢者の趣味や教養の場となる。 

■和室 20畳×2室 

■足腰への負担を緩和するため、椅子・テーブルも設置予定 

プレイルーム 

主に親子や児童の遊び場、多世代交流の場となる。 

■屋内遊具や児童向け図書等を設置予定 

■クッション性のある床材を利用予定 

調理室 
親子や成人に対する栄養指導、調理サークル活動や料理教

室の場となる。 
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